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平成３０年度　小矢部市議会 議会報告会　報告書

開催年月日 平成３０年１１月３０日（金） 会場名
農村環境改善センター

農事研修室・農産研修室

開始時刻 午後６時３０分 終了時刻 午後７時５８分

参加者数 ３４人 女 ８人 ４２人

山室　秀隆 記録

議会報告会での意見交換（事前にいただいた質問の紹介と回答）

意見等の要旨 議員回答の要旨

・政務活動費について【事前提出あり】
・小矢部市議会の政務活動費の按分収支について見解を
伺いたい。（公金は曖昧・不透明は許されないにも関わら
ず、なぜ小矢部市議会では按分を認めているのか）
・電話、ガソリン代は公私の見極めが難しいため、隣接市で
は按分収支を認めていないのに、なぜ、小矢部市議会では
按分を認めているのか。
・按分項目削除を求めているが、できない理由は何か。

・議員活動は多岐に渡っており、政務活動とそれ以外の活
動との区分が難しい場合があるため、政務活動費を支出す
る上で、按分して費用計上することについては、多くの裁判
所の判決をみても認められているところです。しかし、小矢
部市議会では、曖昧で不透明な按分は認めず、説明責任
が十分に果たせるものについてのみ按分を認めることとし
ております。
・また、電話、ガソリン代の按分については、公私の見極め
が難しいため、過去５年を遡って調べましても、適用実績が
ないのが実情であります。
・小矢部市議会では、現在、ペーパーレス化に向けたタブ
レット端末の導入について検討を進めているところであり、
既にタブレット端末を導入した近隣自治体の例では、タブ
レット端末の運用に係る経費を、公務に係るもの、政務活
動に係るもの、政治活動等に係るものに区分け・按分を行
い、経費の一部を政務活動費で支出しております。
　小矢部市議会ではタブレット端末の運用に係る経費の負
担をどのようにするのかということについては、タブレット端
末の導入自体も検討段階であるため定まっておりません
が、このような近隣自治体の例があることからも、按分項目
を残しているところであります。
　いずれにいたしましても、政務活動費の按分は、説明責
任が十分に果たせており、透明性が確保されているもの以
外は行わないこととしておりますので、ご理解いただきたい
と思います。

・成年後見センター設置事業について【事前提出あり】
とやま呉西圏域連携事業の成年後見センター設置事業に
ついて、議会との関わり、進捗状況、経費の負担について
伺いたい。

・成年後見センター設置事業については、平成31年度に実
施が予定されている事業であります。この事業について
は、現段階では、呉西６市で協議・調整を行っている段階で
あり、残念ながら、現段階では具体的なことを申し上げるこ
とはできません。
呉西６市での協議・調整が終了した暁には、当局から議案
（予算議案）として議会に提出されることになりますので、そ
の際には、市議会として、委員会等において十分な審議を
行って参りたいと考えております。
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・インターチェンジの活用方法について【事前提出あり】
市内にある２つの高速道路のインターチェンジの活用方法
について、行政と議会の取組、考え方について伺いたい。

・高速道路のインターチェンジの活用方法については、一
部の議員が当局に対して同様の質問をしています。当局と
しては、小矢部インターチェンジ周辺に関しては、現在、物
流関連企業をはじめ、様々な企業誘致活動に取り組んでい
るところであり、また、小矢部フロンティアパークの分譲率
は95％で残り２区画となっているため、今年度は、次の産
業団地の整備に向けた適地調査を実施しているということ
でした。
また、小矢部東インターチェンジ周辺に関しては、農業振興
地域であるため、工業団地を整備する場合、企業の進出意
志が明確であること、企業の立地に対する地域住民の同
意が得られていることなどの諸条件を整える必要があり、こ
れらの諸条件が整えば、市としては農村地域工業等導入
実施計画を策定して、企業の立地を支援する意向であると
いうことでした。
市議会といたしましても、今後とも、これらのインターチェン
ジ活用に向けた取組について注視しながら、機会を捉えて
市当局を質していきたいと思っています。

・国道８号線の改良について【事前提出あり】
　国道８号線の改良、倶利伽羅トンネルについて伺いたい。

・倶利伽羅トンネルの改良を含めた国道８号の改良事業の
早期完成については、市当局、市議会として、国や県に対
して重点的に要望活動を行ってきたところです。
事業の進捗状況についてですが、現在、地元に対して事業
説明を行っており、用地買収の範囲を示す用地幅杭の設
置を行っているところであります。また、芹川・桜町地内に
関しては、４車線化に向けて、小矢部川に架かる橋の工事
が行われているところであります。
　早期の工事完了に向けて、引き続き、注視するとともに、
要望を行って参りたいと考えております。

・空き家対策について【事前提出あり】
　空き家対策について、行政、議会の取組について伺いた
い。

・空き家対策については、一部の議員が当局に対して同様
の質問をしており、市当局にでは、平成29年度に空き家等
の実態把握調査を実施し、それに基づき、同年度末に小矢
部市空家等対策計画を策定し、適正な空き家管理の推進
を図っているとのことです。また、老朽危険度が高い空き家
については、所有者に対して、適正な管理や利活用につい
てのリーフレットを送付するなどにより周知・啓発を行ってお
り、加えて、特に危険度が高いものについては、文書による
指導・助言を行うとともに、所有者と面談を行うなど、改善
に向けた取り組みを進めているとのことです。
　このほか、空き家の取り壊しや、空き家の活用促進に向
けた補助メニューを設け、また、今年度より、空き家管理検
索システムを構築するなど、適正な空き家管理の実現に向
けて取組が進められているところであります。市議会といた
しましても、これらの取組に注視しながら、機会を捉えて、
空き家の適正管理・利用促進等の観点から、市当局を質
(ただ)していきたいと思っています。

議会報告会での意見交換（事前にいただいた質問の紹介と回答）

意見等の要旨 議員回答の要旨
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議会報告会での意見交換（事前にいただいた質問の紹介と回答）

意見等の要旨 議員回答の要旨

・石動駅南北自由通路開通に伴う意見【事前提出あり】
　11月27日に石動新駅舎が完成し、砺波地方から多くの高
齢者の方が見学に来られていた。新しい石動駅と南北自由
通路が砺波地方の多くの方に利用されることを願ってい
る。

・高齢者の方々が見学に訪れていらっしゃることについて、
大変喜ばしく思っています。石動駅は昔、県下でも大変乗
降者が多い駅でした。それは、石動駅始発の加越線が庄
川まで走り、多くの旧東・西砺波郡の方々が利用されてい
たからです。今回の駅舎の改築で昔を思い出され、どのよ
うに変わったのか見学にいらっしゃったのではないかと思い
ます。
　石動駅は、金沢市と高岡市の中間に位置し、両市を利用
する場合に非常に便利な駅だと認識しています。今回の南
北自由通路の開通により、駅南側からの駅利用が従来に
比べて格段に便利になりました。このことから、近隣市に向
けて、新たに整備された石動駅の利用促進を働きかけてい
きたいと考えています。

・あいの風とやま鉄道の増発について【事前提出あり】
　春のダイヤ改正により、朝の７時台の石動駅発富山方面
行きの電車が増便されたところであるが、さらなる増便を多
くの利用者の方が待ち望んでいる。引き続き増便に向けて
取り組んで欲しい。

・市当局・市議会とも、以前より、あいの風とやま鉄道に対
して、ＪＲが電車を運行していた頃と同様の石動駅停車本
数（普通・特急）、特に富山方面について確保して欲しい旨
の要望をしてきました。その甲斐があり、本年の春ダイヤ改
正により、石動駅始発7:05発が増便されました。この増便に
ついては、津幡駅で折り返し運転を行っており、さらに増便
を行うには石動駅での折り返し施設が必要となることから、
今後、この施設の設置に向けてさらなる要望をしていきた
いと考えています。

・議会報告会の開催方法について【事前提出あり】
今回の議会報告会は、２会場同時開催だが、これだと全て
の議員の話が聞けないので残念である。今後の議会報告
会はどのように開催する予定であるのか。

・今回、２会場で開催にした理由は、色々な地区の方の声
を聞きたいという思いからです。１会場で行うと、大きな会
場で行う必要があり、参加者一人一人の声がこちらに届き
にくい傾向があります。
　また、私ども市議会としては、議会報告会を、①議会の活
動内容を市民の皆さんに知っていただくこと、②市民の皆さ
んの声を議会として受け止め、市当局への政策提言に繋
げること　などを中心に考えており、議員個人の考えを述べ
ることを想定していないため、このような形での開催とした
ところであります。
　今後、頂いたご意見も参考にしながら、市民の方に望ま
れる議会報告会のあり方・開催方法等について検討してい
きたいと思います。

・小矢部市の財政状況について【事前提出あり】
小矢部市の抱える借金の額と、それに対する議会の見解、
また、議会として今後どのように取り組んで行くのか。

・市債の残高は、平成29年度末で約300億円、平成30年度
末で約320億円となる見込です。また、将来負担比率につ
いても、先ほどご説明したとおり、石動駅南北自由通路と新
図書館、大谷と蟹谷の２つの統合こども園、仮称石動コミュ
ニティプラザの整備など、大型事業が予定されていることか
ら、非常に高い水準で推移することが見込まれております。
　これらの状況については、議会としても、看過することは
できないと考えており、後の世代に負担を残さないように、
定例会や委員会の場で、度々、当局を質しているところで
あります。
　市議会といたしましては、今後とも、市債残高等について
注視しながら、持続可能な自治体経営という観点から、施
策の費用対効果の検証や公共施設の再編などによる歳出
の抑制も考慮に入れ、議会活動を展開していきたいと考え
ています。

3/4



平成３０年度　小矢部市議会 議会報告会　報告書

開催年月日 平成３０年１１月３０日（金） 会場名
農村環境改善センター

農事研修室・農産研修室

・政務活動費について（再質問）
　政務活動費の按分は行うべきではない。過去の資料を見
ても按分が行われている。使途基準から按分の項目を削っ
て欲しい。

・先ほどご説明したとおり、現在、按分は基本的には行って
おらず、政務活動費の支出内容については事前に精査し
ており、市民の皆さんに説明できるように対応しています。
是非、近年の資料をみて判断していただきたいと思いま
す。
　運用に当たってはある程度の柔軟性が必要だと考えてい
ます。この件については、全ての議員が認識しているところ
であり、ご理解いただきたいと思います。

・成年後見センター設置事業について
　成年後見センターについては、個人情報の管理が非常に
重要であり、センターを作るとなると個人情報の漏洩が危
惧されるところであるが、市議会としては、センター設置の
可否をどのように判断するのか。

・議会としては、この件については正式に当局側からの説
明を受けておりません。説明を受けての判断ということにな
ると思います。成年後見制度については重要なことであり
ますので、しっかりと対処していきたいと思います。

議会報告会での意見交換（当日に会場で寄せられた意見等）

意見等の要旨 議員回答の要旨

・政務活動費について
　先ほどの意見で問題だということで参加者からの意見が
あったが、私は按分については何ら問題はないと思う。説
明責任が果たせるものについてはそれで十分だと思う。

・成年後見センター設置事業について（再質問）
　とやま呉西圏域連携事業の成年後見センター設置事業
について、負担額の人口割の提示はいつ頃されるのか。

・先ほども説明したとおり、市が主体の事業ではなく、31年
度に向かって呉西６市で協議中であるため、議会としても
お答えできる段階ではありません。事前にご質問をいただ
いた際に、当局にも確認していますが、そのような話は聞い
ておりません。決定次第、ホームページ等で回答したいと
思います。

4/4


